
Sales Quote Assistant
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「可視化経営システム」（VMS：Visibility Management System）とは、NIコンサルティングの開
発した経営管理手法「可視化経営」を実現するために必要となるITツール群であり、『NI Collabo 
360』『Sales Force Assistant』『MapScorer』『nyoibox』『ApproachDAM』『Sales Quote 
Assistant』『顧客の声』をサブシステムとする統合連動型の経営支援システムです。

可視化経営システム（ＶＭＳ）



見積書作成ＷＥＢシステム「Ｓａｌｅｓ Ｑｕｏｔｅ Ａｓｓｉｓｔａｎｔ」とは？

「見積書作成に関わる一連の営業活動を効率化！」

見積書作成WEBシステム「Sales Quote Assistant」は四則

演算の設定が可能で、自由に見積フォーマットが作成できる

WEB対応のフレキシブルな見積書作成システムですので、

あらゆる業種、業態の企業様で、社内、社外を問わずご利用

いただけます。

また、AI（人工知能）機能を搭載し、見積書作成時のミスを

予防したり、商品登録のアシストをしたり、販売停止商品の

チェックや価格間違いのチェックなども行い、まるで専属の

秘書がいるかのように見積書作成業務を効率化し精度アップ

することができます。

営業担当者が個別に見積書を作成・提出し、本人でなけ
れば分からなくなっていたような見積書を全社共有のも
のとし、 ｢いつでも｣、｢どこでも｣、｢誰でも｣対応可能な
体制作りと、それに伴う顧客対応のスピード化を目的と
しています。
加えて、近年のビジネスシーンではスマートフォンやタ
ブレット端末の活用が欠かせません。見積書作成WEBシ
ステム「Sales Quote Assistant」は｢いつでも｣、｢どこ
でも｣、｢誰でも｣体制と、それに伴う顧客対応のスピード
化を目的にスマートフォンやタブレット端末でご利用い
ただけます。



システム設定の概要説明

システム設定概要

システム設定の各役割について説明します。

名称 主な役割

フォーム設定 フォーム、印刷レイアウトおよび、それらに表示する項目の設定

フォーム共通 すべての見積書フォームに共通する機能の設定

商品マスタ 商品マスタと商品マスタに関連する機能の設定

商品マスタのキーワード 商品マスタに用意されている選択項目等のキーワード設定

承認設定 見積書の承認条件やワークフロー連携有無等の設定

受注伝票（※１） 受注伝票機能の各種設定

売上情報連携（※２） SFAの案件情報に見積金額を連携させる設定

納入機器連携（※２） SFAの納入機器に納品書を連携させる設定

ポータル SQAのポータル画面の設定

ビュー 見積書の検索画面や検索条件の設定

その他 通知、言語などその他の設定

CSV入力 各種マスタやデータのCSV取り込み機能

基幹システム連携 基幹パッケージとSQAを連携させる設定

※１「受注入力オプション」利用時のみ ※２「SFA」利用時のみ



設定の進め方

システム設定概要

１．フォームの設定

２．印刷レイアウトの設定

３．商品マスタの設定

SQAの設定は大きくわけて３ステップです。

フォームとは見積書を作成する入力画面です。

印刷レイアウトとはPDFとして出力される見積書や注文書の
フォーマットです。

見積書作成時に商品マスタ機能を利用する場合には設定をしま
す。初めてSQAを利用する場合にはマスタの設定は最後に行う
のがおススメです。



システム設定の開き方

フォームの設定

システム設定

画面下部のリンクからシステム設定画面を開きます。
システム設定のリンクが表示されるのは管理者権限を持っ
ているユーザーのみです。

製品メニューの選択

画面上部から設定したい製品名を選択します。
今回は「Sales Quote Assistant」を選択します。

設定メニュー

設定したいメニューを選択します。



フォーム設定の考え方①

フォームの設定

基本項目

明細とシステムにデフォルトで定義されている合計金額の項目以
外はすべて基本項目として作成します。

明細項目

見積明細部分です。商品マスタからの転記や明細行ごとに設定さ
れた計算式に応じて、利益や利益率などを計算します。

合計項目

見積書として一般的に利用される合計項目でデフォルトでシステ
ムに設定されている項目です。
名称を変更することができます。



フォーム設定の考え方②

フォームの設定

基本項目

明細項目

・顧客名

・支払条件

・納品場所

・〇〇〇

・△△△

・□□□

・・・etc

・商品名

・単価

・商品コード

・〇〇〇

・△△△

・□□□

・・・etc

見積フォーマット パターン１

見積フォーマット パターン２

見積フォーマット パターン３

・
・
・

・
・
・

・
・
・



概要設定①

フォームの設定

フォーム新規登録

新規登録ボタンを押して見積書を選択します

フォーム名の設定

フォーム名、言語、通貨を設定します。これらの項目は後
で変更が可能です。

金額設定

作成する見積フォーマットの基本的な端数処理や少数点以
下の数字の取扱いを決定します。
これらの項目は後で変更可能です。



概要設定②

フォームの設定

設定ガイド（税の扱い）

税額の計算方法を正しく選択することで、この後に必
要な設定が軽減されます。

【 POINT 】
設定ガイドで選択した内容を元に、見積書フォーマッ
トの初期設定をシステムが自動で行います。
設定ガイドは正しく選択してください。

設定ガイド（利用項目）

見積書で利用したい機能があれば、利用項目として選
択することで、あらかじめ項目の設定をシステムが自
動で行います。

見積フォーマットの保存

見積フォーマットの概要設定を入力したら、次へボタ
ンを押します。
印刷レイアウトの設定に移りますが、ここでは設定は
せず、印刷レイアウト名を入力して、保存します。
フォーム設定画面に移りますので、もう一度保存をし
てフォーム一覧の画面に戻ります。

以降はフォーム一覧から設定変更したい見積フォーム
を選択してください。



基本項目

フォームの設定

設定内容

【配置の変更】
項目の並び順を変更できます。

【すべての設定を表示】
各項目の詳細を設定します。

すべての設定を表示

各項目ごとに設定可能な項目が表示されます。
選択項目の選択肢の作成や各種マスタからの転記の設定もここから
行います。

項目追加

基本項目に項目を追加したい場合には項目追加ボタンを押します。

汎用的な項目はあらかじめシステムに登録されていますので、一覧
から選択してセットボタンを押し、フォームに表示します。

新たに基本項目を作成したい場合には新規登録ボタンから追加した
い項目種類を選択して、基本項目を追加します。



明細項目

フォームの設定

設定内容

【転記内容】
商品マスタから転記する項目を選択します。

【すべての設定を表示】
各項目の詳細を設定します。

すべての設定を表示

各項目ごとに設定可能な項目が表示されます。
文字位置、項目幅だけでなく、必須チェックや入力制限などの設定
もここから行います。

項目追加

明細項目に項目を追加したい場合には項目追加ボタンを押します。

汎用的な項目はあらかじめシステムに登録されていますので、一覧
から選択してセットボタンを押し、フォームに表示します。

新たに明細項目を作成したい場合には新規登録ボタンから追加した
い項目種類を選択して、明細項目を追加します。



合計項目

フォームの設定

合計項目はシステムであらかじめ用意されている計算項目です。

名称 主な役割

値引前合計 金額（税別）[明細項目]

合計値引 値引前合計から一括で値引する項目

税前合計 金額（税別）[明細項目] － 合計値引

税額合計 課税単位の計算方法に従う

金額合計 税前合計 ＋ 税額合計

原価金額合計 原価金額[明細項目]

利益合計 税前合計 － 原価金額合計



計算式

フォームの設定

基本項目、明細項目、固定値等を用いて見積フォーマット内の計算式を設定します。

計算項目

計算式を設定したい項目を選択して、追加ボタンを押します。
計算式を設定したい項目が表示されない場合には、以下２点を確
認します。

・基本項目、明細項目に数値項目として設定されているか
・数値項目として設定しているが計算除外属性になっていないか

計算式の設定

「項」と「演算子」を利用して計算式を作成します。
項は「項の条件」を指定することで
・合計値
・最大値
・最小値
・フラグ＝１のデータのみ
といった設定が可能です。項

演算子

項の条件

【 フラグとは 】
フラグは明細項目に設定できるチェック項目です。
チェックが入っている場合を１、入っていない場合を０として
条件判定に利用できます。

例）フラグの入っている明細行だけを計算する
といった使いかたができます。



印刷レイアウトの考え方

印刷レイアウトの設定

印刷レイアウトの設定

フォーム一覧から編集したい印刷レイアウトを選択するか、
新規登録ボタンから印刷レイアウトを作成します。
作成済みの印刷レイアウトからコピーして作成することも
可能です。

印刷レイアウトは、
１つのフォームに対して複数作成できます。

並びの変更

印刷レイアウトの「並びを変更」ボタンから見積書の並び
順を変更できるほか、「＜」「＞」ボタンを利用すること
で見積書をセット化できます。

セット化された見積は出力時に合わせて出力されます。

例１）
「鏡のみの表示」＋「明細のみの表示」と組み合わせて
1枚目を鏡に、2枚目以降に明細見積といった見積書の作成
例２）
「見積書」＋「注文書」と組み合わせて見積書と注文書を
セットで出力できるようにする



テンプレート選択とデザイン

印刷レイアウトの設定

デザイン

【テンプレート】
あらかじめ用意されている見積書や注文書のひな型を元

にして、レイアウトを作成することができます。

【デザイン】
見積書の基本カラーです。グレースケール、青色、緑色

が選択できます。

デザインテンプレート

テンプレート選択ボタンからデザインテンプレートを選択
します。
画面上部のプルダウンで見積書、注文書などレイアウト区
分を選択できますので、切り替えて作りたいデザインテン
プレートを選択してください。



レイアウトの編集①

印刷レイアウトの設定

編集ボタン１

項目の選択、追加、削除（非表示にする）を行います。

編集ボタン２

各項目の編集ボタンです。
項目を選択した後にフォントや文字の配置、余白や罫線を設定
します。
詳細設定ボタンから各項目ごとに個別の設定を行うことができ
ます。

項目の追加

追加ボタンからレイアウトに項目を追加できます。

【印刷項目】
主に印刷レイアウトの体裁を整えるための項目です。次項でさ
らに詳しく説明します。
【基本項目】
フォームで設定した基本項目を配置できます。
この画面から新たに項目を追加することもできます。
【明細項目】
フォームで設定した明細項目を配置できます。
この画面から新たに項目を追加することもできます。
【合計項目】
用意されている合計項目を配置します。



レイアウトの編集②

印刷レイアウトの設定

各印刷項目について説明します。

フレーム

フレーム

印刷レイアウトを横に段組みする機能です。
フレームの中に項目を配置することで、左右に分割して項目を並
べることができるようになります。

テキスト、テキスト複数行

項目名 内容

テキスト、テキスト複数行

文字列を１行で表示する機能です。
詳細設定から項目名を非表示にすることができるので、印刷レイ
アウトに文字を表示させたい場合になどに利用します。
また、基本項目から配置した項目も同様の操作方法で、項目名の
表示や背景色の有無などを設定できます。

例）下図の赤枠部分はすべてテキストと同じ設定で作成できます。



レイアウトの編集③

印刷レイアウトの設定

各印刷項目について説明します。

画像、印影

画像

画像を挿入できる枠を設定します。
詳細設定ボタンから画像を選択し、大きさや位置を指定できるほ
か、他の要素と重ねて画像を表示することも可能です。

印影

印鑑画像を設定できます。
枠の数、表示、大きさや設定されている画像を利用
するか苗字から自動的に作成するかが設定できます。

スペース スペース

空白行を設定します。高さの設定やデザイン色と同様の背景色を付けることもできます。



レイアウトの編集④

印刷レイアウトの設定

各印刷項目について説明します。

ぺージの印刷設定 明細行の印刷設定

ページの印刷設定

個別の項目ではなく、ページ全体を選択している状態で
詳細設定ボタンを押すと、ページの印刷設定を行うこと
ができます。

縦横型の選択や印刷フォントの変更が可能です。

明細行の印刷設定

明細行を選択している状態で詳細設定ボタンを押すと、
明細行の印刷設定を行うことができます。
印刷最低行数、明細行の高さの他、

印刷対象行を選択することで、小計行のみを表示する鏡
見積を作成することもできます。



印刷ファイル名の設定

印刷レイアウトの設定

作成した見積書をPDFファイルとして出力する際のファイル名を設定します。

印刷ファイル名

ダウンロード時の印刷ファイル名を指定します。

予約語選択

予約語を用いることでファイル名を動的に作成できます。
利用できる予約語は決まっているので、プルダウンから選択し、
＋ボタン予約語を追加して、ファイル名を作成してください。
固定文字と組み合わせても作成できます。

例）
「“宛先”様向け 御見積書（“件名”）」という見積を作成する
予約語に
(1)=宛先、(2)件名を設定し、
「(1)様向け 御見積書（(2)）」と作成します。



商品マスタの項目設定

商品マスタの設定

項目設定

商品マスタ内の項目を設定する画面です。
名称変更とマスタから見積書にセットされた後の編集可否につい
ての設定が可能です。

商品マスタに設定できる項目は予備項目を含めて決まっています。マスタの項目設定から利用する項目を設
定します。

商品マスタのキーワード（商品分類）

商品マスタ内の項目で選択項目として用意されているもののキーワードを設定し
ます。

また、商品マスタに設定可能なグループキーの設定が可能です。
グループキーを利用すると商品分類以外に商品をグループ化して検索や商品構成
のチェック機能などの検索条件に利用することができます。



商品マスタ、小見出しの登録

商品マスタの設定

商品マスタ、小見出しを登録します。

商品マスタ一覧

商品マスタ一覧メニューを選択し、新規登録ボタンから商品
マスタの登録が可能です。

小見出し

小見出しメニューを選択し、小見出しを登録します。
小見出しは、印刷レイアウトの明細行の詳細設定をあわせて
鏡見積を作成する場合などに利用します。



商品マスタのCSV登録

商品マスタの設定

商品マスタをCSV入力で一括登録します。

サンプルファイル

ここからCSVファイルの取り込みフォーマッ
トをダウンロードできます。

CSVファイルの項目説明

取り込むCSVファイルの項目についての条件
や項目の説明が記載されています。
説明を参考に取り込みたいデータを準備しま
す。

ファイル選択

取り込みたいデータをCSVデータとして準備
したらファイルを選択ボタンからファイルを
アップロードして、読み込みボタンをおして
ください。



おわりに


